
TC療法　（GYN015）
ステップ名称

 

  

患者状態

知識・教育・理
解

投薬

注射

医師

検査

輸血

手術

看護

食事

栄養指導

リハビリ

文書

カルテ

コメント

指導料・加算

 

 

 

 

処置

指導

指示

対症指示

検体検査

生理検査

放射線

その他

 

 

日常生活ケア

指導・教育

観察

その他

 

 

 

 

医師

看護師

コメディカル

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

清潔

排泄

その他

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

ステップ名称 抗癌剤投与前日 抗癌剤投与日 投与2日目

 1日前 基準日 1日後

  

■身体的準備ができている
・体温【適正値：≦38.0℃】

   

■治療について理解できる
・化学療法中のチューブ類の取り扱いを
言える
・治療スケジュールを言える
・説明内容に疑問・不信感の表出がない

■有害事象について理解できる
・起こりえる有害事象を言える
・必要性が理解できる

■入院生活について理解できる
・疑問があれば質問することができる
・不安が表出できる

入院時、血圧などの測定がありま
す

病院内自由です

現在内服している薬は医師に確認後、
内服となります

身長・体重測定があります

自宅で入浴してきてください

トイレを使用できます

クリニカルパスについての説明し
ます

抗がん剤治療を実施されるにあた
っての注意事項を説明します

症状の観察を行います

書類はできるだけ早く提出して下
さい

ネームバンドの装着を確認します

入院案内の持ち物を参照してくだ
さい
CSセット利用される場合は書類を
できるだけ早く提出して下さい

こころと体のつらさ質問表をお渡
しします
できるだけ早く、記入し提出して
ください
常食（医師の指示で特別食が提供
される場合があります）

入院療養計画書をお渡しします

■インフュージョンリアクションの症状
・所見がない
・血圧低下がない
・発熱がない
・呼吸困難がない
・サイトカイン放出症候群
・皮疹がない
・皮膚紅潮がない
・蕁麻疹の症状がない

■副作用の症状・所見がない
・体温【適正値：≦38.0℃】
・食欲低下がない

■治療について理解できる
・化学療法中のチューブ類の取り扱いを
言える
・治療スケジュールを言える
・説明内容に疑問・不信感の表出がない

   

   

抗がん剤の点滴前に副作用予防の
薬の内服があります

看護師が内服時間にお持ちします

抗がん剤の点滴をします

回診時医師が点滴確保を行います

初回のみ心電図モニターを装着し
ます
点滴終了時、外します
点滴終了後、針を抜きます

適宜検温します

点滴中は頻回に、測定があります
ので、ベットサイドに自動血圧計
を設置させていただきます
点滴刺入部の痛みや腫れ、点滴の
流れが悪いなどあれば、早急にナ
ースコールしてください

点滴中は病室内のみです　点滴終
了後病院内自由です

全身清拭

トイレを使用できます

クリニカルパスについての説明し
ます

抗がん剤開始後に呼吸困難やほて
りなどのショック症状が起きるこ
とがあります
異常を感じたら至急申し出てくだ
さい

症状の観察を行います

常食（医師の指示で特別食が提供
される場合があります）

■副作用の症状・所見がない
・体温【適正値：≦38.0℃】
・食欲低下がない

   

■日常生活の注意点について理解できる
・合併症の症状を知っている
・退院後の生活に対する不安の訴えがな
い
・退院後の日常生活のわからないことを
聞くことができる

   

   

副作用予防の薬を内服します
帰宅後も内服がありますので、退
院時お渡しします

適宜検温をします

病院内自由ですが、退院説明に伺
いますので、病室でお過ごしくだ
さい
退院時、外来受診日、検査の有無
について説明します

トイレを使用できます

基本午前退院です
１１時頃退院の説明に伺います
休日は会計が郵送になります

症状の観察を行います

外来化学療法オリエンテーション
について説明いたします

常食（医師の指示で特別食が提供
される場合があります）

退院診療計画書をお渡しします
退院後に点滴抜去部に違和感（赤
み、腫れ、痛み等）がある場合は
、患部を冷やし、婦人科外来へ電
話後、受診してください
また３８℃以上の発熱がある場合
も婦人科外来へ電話後、受診して
ください


